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１．会議の開催実績

（１）協議会構成員

表1-1 当別町地域公共交通活性化協議会委員名簿（平成26年3月31日現在）
選任区分 所属・役職 氏名

当別町長が指名する者 当別町 副町長 近藤 充徳

当別町 福祉部長 高橋 通

当別町教育委員会事務局 教育部長 小山 久夫

北海道運輸局札幌運輸支局長が指名する者 北海道運輸局札幌運輸支局 首席運輸企画専門官 工藤 正弘

北海道石狩振興局長が指名する者 北海道石狩振興局地域政策部 地域政策課長 塚田 みゆき

札幌地区バス協会の代表 札幌地区バス協会 野川 祐次

関係する道路管理者 札幌開発建設部札幌道路事務所 計画課長 佐々木 克典

空知総合振興局 札幌建設管理部 当別出張所長 汐川 雅彦

当別町 建設水道部長 堤 和弘

関係する鉄道事業者 ＪＲ北海道石狩当別駅長 横関 章

当別ふれあいバス実証運行事業 北海道医療大学 経営企画部総務企画課長 三浦 清志

参加事業者の代表
スウェーデンハウス株式会社
スウェーデンヒルズ管理センター長

深村 俊一

一般乗合旅客自動車運送事業者の代表 有限会社下段モータース 代表取締役 下段 寿之

一般貸切旅客自動車運送事業者の代表 山内建材工業株式会社 代表取締役 山内 孝司

一般乗合旅客自動車運送事業者の事業用運転手が所属する団体等の代表 有限会社下段モータース 加藤 啓一

地域住民及び団体の代表 当別町行政推進員連絡協議会 会長 山下 義則

当別町ＰＴＡ連合会 会長 大畑 裕貴

当別町高齢者クラブ連合会 副会長 菊池 久

当別町女性団体連絡協議会 理事 島田 文恵

当別町ボランティア連絡協議会 会長 大口 弘美

当別町商工会 事務局長 土肥 繁義

当別町社会福祉協議会 主任 藤原 徹

（２）会議の内容

○平成25年度は、3回の協議会を開催した。協議会では、地域公共交通総合連携計画に基

づき策定した、平成25年度計画事業の議論や進捗報告と、平成 26年度事業計画及び予

算の協議を行った。

○また、市街地循環線の利用状況を踏まえ、デマンド交通の導入についても本協議会で協

議を行った。

表1-2 会議開催内容
回 開催日時 主な協議内容

第1回 平成25年6月25日

・平成24年度当別町地域公共交通活性化協議会事業実績について
・平成24年度当別町地域公共交通活性化協議会決算及び監査報告について
・平成25年度地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価について
・平成25年度予算の変更について
・平成26年度地域内フィーダー計画の策定について

第2回 平成25年10月3日

・当別ふれあいバス平成25年度8月までの実績について
・ノーマイカーウィークの実施結果について
・公共交通の利用促進に向けたプロモーションの実施結果について
・平成25年12月1日ダイヤ改正について
・デマンド交通について

第3回 平成26年2月7日

・当別ふれあいバス平成25年度12月までの実績について
・平成25年度当別町地域公共交通活性化協議会予算執行状況について
・平成26年度当別町地域公共交通活性化協議会事業計画について
・平成26年度当別町地域公共交通活性化協議会予算について
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２．当別ふれあいバス運行事業の概要

（１）運行の概要

○あいの里金沢線の利用者数を増加させるため、当別ふれあいバスのダイヤ改正を行い、

平日７２便、休日２８便と平成24年度より平日便を６便増とした。

表2-1 利用料金一覧

一般 中学生・高校生 小学生･障がい者･介護人

運賃（一般路線） 200円 100円

回数券 2,000円（12枚綴り） 2,000円（24枚綴り）

応援券（1か月） 4,000円 2,000円

（3か月） 10,000円 5,000円

（6か月） 16,000円 8,000円

夏休み冬休み子ども定期券 小学生500円、中学生1,000円

表2-2 運行路線一覧

※（ ）は土日祝日の運行回数

系 統 名 運 行 系 統
系統
キロ

運行回数
備 考

往 復

市街地循環線
（昇順コース）

ＪＲ石狩当別駅南口～栄町
～ＪＲ石狩当別駅南口
～春日町～ＪＲ石狩当別駅南口

11.9㎞ 6便
循環
土日祝 運休

市街地循環線
（降順コース）

ＪＲ石狩当別駅南口～春日町
～ＪＲ石狩当別駅南口
～栄町～ＪＲ石狩当別駅南口

12.0㎞ 6便
循環
土日祝 運休

西当別線 ＪＲ石狩当別駅南口～ロイズふと美工場 12.0㎞
7(8)
回

9(8)
回

西当別金沢線 北海道医療大学～ロイズふと美工場 16.0㎞ 4回 2回 土日祝 運休

あいの里金沢線
北海道医療大学
～北海道医療大学あいの里キャンパス

22.1㎞
8(3)
回

8(3)
回

ヒルズ線 ＪＲ石狩太美駅～ｽｳｪｰﾃﾞﾝﾋﾙｽﾞW5-3-17 5.6㎞ 1回 1回 土日祝 運休

金沢線 ＪＲ石狩当別駅南口～北海道医療大学 4.0㎞ 2回 2回 土日祝 運休

青山線 ＪＲ石狩当別駅南口～青山会館 15.5㎞
8(3)
回

8(3)
回
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３．運行データの分析

（１）全体利用者数の推移

○総利用者数は134,160人となり、平成24年度の実績を約3,100人上回った。

○利用者数の増加は、あいの里金沢線の平日便６便を増加したことによるものだと考える。

○北海道医療大学が長期休暇に入る８月及び３月は利用者数が減少している。

図3-1 月別利用者推移
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○乗降者数 実績

表3-1 月別利用者数一覧
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（２）市街地循環線の推移

○平成25年度の利用者数は、5月、1月、3月は、平成24年度より若干減少したものの、

それ以外の月は全て平成24年度を上回り、合計で約90人の増加となった。

図3-2 月別利用者推移

昇順

降順

図3-3 市街地循環線各便１日当たりの平均利用者数
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昇順

降順

図3-4 市街地循環線各便１日当たりの平均利用者数（夏季と冬季の比較）

昇順

降順

図3-5 市街地循環線各便１日当たり平均利用者数（H25とH24の比較）
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（３）あいの里金沢線（旧金沢線）の推移

○平成25年度は、平成24年度の利用者数を大きく下回った。

○無料チケットの実績から患者・学生の利用者が減少していることがわかる。

○利用者は、主に北海道医療大学に通学する大学生であり、通学時における当別駅発医療

大学行きの第１便から第３便の混雑を避けて座席に座るために旧西当別・あいの里線で

ある当別消防署や田西会館から乗車する学生が増加している。

○学生の利用が多いため、長期休暇に入る8月、3月の利用者が顕著に少ない。

図3-6 月別利用者推移
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北海道医療大学行

ＪＲ石狩当別駅南口行

図3-7 各便１日当たりの平均利用者数

北海道医療大学行

ＪＲ石狩当別駅南口行

図3-8 各便１日当たりの平均利用者数（夏季と冬季の比較）
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（４）あいの里金沢線（旧西当別・あいの里線）の推移

○平成25年度は、平成24年度の利用者数を大きく上回り、約13,000人の増加となった。

○旧西当別線の平日便を朝・夕方合わせて６便を増便したことで、利用者数が増加した。

○北海道医療大学に通学する学生が通学時の混雑を避けて座席に座るため、乗車するバ

ス停が西当別・あいの里線である当別消防署や田西会館から乗車する傾向にある。

図3-10 月別利用者推移
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ＪＲ石狩太美駅、ロイズふと美工場、あいの里キャンパス行

ＪＲ石狩当別駅南口行

図3-11 平日各便１日当たりの平均利用者数
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ＪＲ石狩太美駅、ロイズふと美工場行

ＪＲ石狩当別駅南口行

図3-12 土日祝日各便１日当たりの平均利用者数

ＪＲ石狩太美駅、ロイズふと美工場、あいの里キャンパス行

ＪＲ石狩当別駅南口行

図3-13 平日各便１日当たりの平均利用者数（夏季と冬季の比較）
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ＪＲ石狩太美駅、ロイズふと美工場行

ＪＲ石狩当別駅南口行

図3-14 土日祝日各便１日当たりの平均利用者数（夏季と冬季の比較）
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（５）青山線の推移

○青山線は年々減少しており、平成25年度においても平成24年度の利用者数を下回った。

○ＪＲ石狩当別駅南口行は午前中の利用が多く、青山会館行きは午後の利用が多い。

○平成25年9月に地域住民との意見交換・アンケートを実施し、その結果を踏まえ、平成

25年12月にダイヤ改正をしたが、1月、2月、3月の利用者数は、平成24年度よりも

減少した。

図3-17 月別利用者推移
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青山会館行

ＪＲ石狩当別駅南口行

図3-18 平日各便１日当たりの平均利用者数

青山会館行 ＪＲ石狩当別駅南口行

図3-19 土日祝日各便１日当たりの平均利用者数
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青山会館行

ＪＲ石狩当別駅南口行

図3-20 平日各便１日当たりの平均利用者数（夏季と冬季の比較）

青山会館行 ＪＲ石狩当別駅南口行

図3-21 土日祝日各便１日当たりの平均利用者数（夏季と冬季の比較）
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青山会館行

ＪＲ石狩当別駅南口行

図3-22 平日各便１日当たりの平均利用者数（H25とH24の比較）

青山会館行 ＪＲ石狩当別駅南口行

図3-23 土日祝日各便１日当たりの平均利用者数（H25とH24の比較）
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表4-3 応援券販売箇所一覧
販売店名 所在 電話番号 取扱時間

当別町商工会 錦町1248 23-2447 9:00～17:00（平日のみ）

当別赤れんが6号（ふれあい倉庫） 錦町294-4 27-6600 9:00～18:00（月曜定休）

当別町社会福祉協議会(高齢者ク

ラブ連合会事務局)

西町32-2

総合保健福祉センター内
22-2301 9:00～17:00（平日のみ）

(有)下段モータース 樺戸町1055番地 23-2630 9:00～18:00

スウェーデンヒルズ管理センター

（スウェーデンハウス(株)）
スウェーデンヒルズV2-3-2 26-2348 9:00～18:00

(株)小島商店 太美町1484 26-2410 8:00～21:00

表4-4 応援券販売枚数一覧

○応援券・運賃・回数券 実績
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（３）無料利用者

当別ふれあいバスは官民共同で運行しているが、参加事業者が独自でバス運行を行って

いた際のサービスを低下させないよう、一定の条件において、無料で利用することができ

る。

北海道医療大学の病院利用者及び学生利用者数は、平成24年度よりも減少しており、無

料チケットは、約4,000枚の減となった。

表4-5 従来のサービスによる無料対象者一覧
参加事業者 条件 対象路線 対象者 利用方法（無料）

北海道医療大

学

当別町金沢及び札幌市あい

の里にある当該大学キャン

パス

あいの里金沢

線

当該付属病院の

患者

大学の学生及び

教職員

往路：診察券・学生証の提示

復路：無料チケットの交付

スウェーデン

ハウス

当別町スウェーデンヒルズ

内限定の乗降

あいの里金沢

線
一般住民

スウェーデンヒルズ内限定

の乗降である事を運転手に

伝える

表4-6 無料チケット使用枚数

参加事業者
平成25年度

使用枚数

平成24年度

使用枚数

対前年度比

（H25→H24）

平成23年度

使用枚数

平成22年度

使用枚数

平成21年度

使用枚数

北海道医療

大学

（患者）

3,277枚 3,388枚 △111枚 3,507枚 3,507枚 3,734枚

北海道医療

大学

（学生）

20,114枚 24,040枚 △3,926枚 23,065枚 25,343枚 22,179枚

合計 23,391枚 27,428枚 △4,037枚 26,572枚 28,850枚

28,796枚

（とうべつ整形分

2,883枚含む）
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４．運行コストと運行収入

（１）運行コスト

平成２５年度当別ふれあいバスの運行コストは、年間5,427万円で、その内訳は、約7

割が人件費となっている。

なお、平成25年度は、平日便を６便増加させたことで、平成24年度と比べて、人件費、

燃料費等が増加している。

また、ＢＤＦを25,987リットル利用したことにより1,403,298円の削減効果が得られた。

表4-1 平成25年度 当別ふれあいバス運行コスト
項目 金額 備考 構成比

人件費 37,954,800円 運転手・事務員人件費 69.94％

車両費 6,168,800円 バス借上料・メンテナンス・保険料 11.37％

燃料費 5,420,742円 軽油・バイオディーゼル燃料 9.99％

バス停費 1,462,410円 停留所借上料・維持管理費等 2.69％

その他諸経費 2,510,388円 運行管理費・定期券作成・清掃費等 4.63％

消費税 753,116円 人件費・保険料を除く 1.38％

支出（運行コスト）計 54,270,246円

1kmあたり運行コスト 182.1円/km

1人あたり運行コスト 404.5円/人

（２）運行収入等

運行収入は、現金による運賃収入、全路線乗り放題の応援券（定期券）、回数券、1日乗

車券の販売収入がある。応援券については、町内に 6か所の販売所を設け、販売枚数 1枚

につき、100円の手数料を販売所に対して支払い、その差額が運行収入となっている。

平成24年度と比較して、全ての収入項目を上回り、約1,000,000円の収入増加となった。

特に6月の運賃収入は、ノーマイカーウィークの実施に伴い、利用者が増加し、大幅な

増額となっている。

表4-2 収入一覧
運行収入

広告収入 収入合計
運賃収入 応援券販売額 回数券販売額

一日乗車券

販売額
運行収入合計

H25.4月 268,700円 560,900円 270,000円 2,800円 1,102,400円 0円 1,102,400円

5月 273,300円 239,800円 230,000円 4,200円 747,300円 0円 747,300円

6月 490,000円 117,500円 200,000円 500円 808,000円 0円 808,000円

7月 326,400円 197,100円 272,000円 3,800円 799,300円 0円 799,300円

8月 316,100円 158,000円 226,000円 9,100円 709,200円 36,000円 745,200円

9月 286,200円 158,800円 232,000円 3,900円 680,900円 240,000円 920,900円

10月 292,900円 561,100円 218,000円 1,900円 1,073,900円 0円 1,073,900円

11月 308,400円 299,200円 274,000円 900円 882,500円 0円 882,500円

12月 357,300円 275,200円 324,000円 5,300円 961,800円 0円 851,300円

H26.1月 325,400円 250,400円 270,000円 4,700円 850,500円 240,000円 1,090,500円

2月 317,200円 197,900円 300,000円 3,300円 818,400円 0円 818,400円

3月 317,400円 300,200円 294,000円 4,800円 916,400円 0円 916,400円

合計 3,879,300円 3,316,100円 3,110,000円 45,200円 10,350,600円 516,000円 10,866,600円
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5．利用促進事業の実績

（１）夏休み冬休み子ども定期券の販売及びチラシの配布について

○昨年に引き続き、小中学校向けモビリティ・マネジメントの一環として、学校の長期休

暇にあわせて、格安の応援券の販売を行った。

利用概要

料金 小学生500円、中学生1,000円

利用期間 夏季：平成25年 ７月27日(土）～8月19日（月）

冬季：平成25年12月21日(土）～平成26年1月19日（日）

購入場所 ふれあいバス応援券販売所

利用方法 ふれあいバス応援券と同様

利用実績

夏季 小学生 15枚、中学生 11枚、合計 26枚

冬季 小学生 28枚、中学生 6枚、合計 34枚

図5-1 夏休み子ども定期券

図5-2 冬休み子ども定期券
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○子ども定期券の販売に当たっては、周知を図るためチラシを作成し配布した。

概要

夏季 学校を通じて町内全小中学生にチラシを配布（ 7月17日）

冬季 学校を通じて町内全小中学生にチラシを配布（12月11日）

図5-3 子ども定期券周知用チラシ
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（２）モビリティ・マネジメント※の実施

○小中学生に対する将来を見越したモビリティ・マネジメントは、今後町内のバス交通を活性

化させるために、極めて重要な施策であり、今後も継続して実施していきたい。

○小学生を対象とした環境と公共交通に関する授業は、「車と地球温暖化問題についての学習」、

「行動プラン法」による「車のかしこい使い方」、「ふれあいバス乗車体験」等に取り組んだ。

「車と地球温暖化問題についての学習」 「ふれあいバス乗車体験」

※モビリティ・マネジメント

多様な交通施策を活用し、個人や組織・地域の移動状況が社会にも個人にも望ましい方向へ自発

的に変化することを促す取組みのこと。


